
グローバルリーダーシップ研究所

2022.12.23 Fri. 16:40-19:00

シリーズ：アジアにおける女性リーダーシップを考える

問合せ先：info-leader@cc.ocha.ac.jp

司会 大橋史恵 お茶の水女子大学ジェンダー研究所准教授

詳細：https://www.cf.ocha.ac.jp/igl/j/menu/event/20221223sympo.html

ジェンダー研究所
https://www.cf.ocha.ac.jp/igl/index.html https://www2.igs.ocha.ac.jp/

申込は
こちらから

グローバルリーダーシップ研究所 国際シンポジウム

対象 本学学生・教職員・一般

登壇者
ミッシェル・ライアン
オーストラリア国立大学教授

コメンテーター
岡村利恵

参加無料

2000年代初頭、ミッシェル・ライアン教授とアレックス・ハスラム教授は、組織が困難な状況にあるときほど、男性よりも女性がトッ

プ・マネジメントに抜擢されやすい傾向があることを明らかにし、この現象を「ガラスの崖」と名付けました。

本シンポジウムでは、ライアン教授を含むこの分野で著名な研究者をお迎えして「ガラスの崖」という問題に迫ります。この現象が

なぜ起こるのか、そして、乗り越えるための戦略は何か。女性リーダー育成に関わる重要な議論へ是非ご参加下さい。

対面（共通2号館201室）/ オンライン（ZoomWebinar）ハイブリッド開催 日英同時通訳あり

「ガラスの崖」とは？
―高リスクにおける女性リーダーの役割

ヘレン・ピーターソン
エレブルー大学（スウェーデン）教授
「ガラスの崖」は越えられる？
スウェーデンの高等教育における女性リーダー

小久保みどり
立命館大学教授

危機の時のリーダーの選択
－「ガラスの崖」と作動性リーダー

お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所特任講師

をよじ登る
「ガラスの天井」の先にある
もうひとつ の 見えない障壁

「ガラスの崖」
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